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　　　　　　香川・中川　裕貴
また今年の夏休みも、テレビをつけると、事故や殺人等の悲しいニュースが次々と流れてきました。余りの事件の多さや悲さんさに人間の感覚がマヒしているのではないか？人の命を何だと思っているのか？と、腹が立ったり、怖くなったり、とても嫌な気持ちになりました。
　どうして人の命を簡単に奪うことができるのだろうか？心のブレーキがきかなかったのだろうか？被害者にも加害者にも大切な将来があるのに…。この人たちを支えてくれる人は、誰もいなかったのだろうか？などと、思いました。
　これまでのぼくは、このようなニュースを聞いても、またか…と思うことが多かったです。しかし、この夏は違いました。ぼくに、命の大切さや人とのつながりの大切さを考えるきっかけになった出来事があったからです。
　一つ目は、父です。ぼくの父は、定期的に献血をしています。父は献血をした時に何気なくドナー登録をしていました。ある日、ぼくの家に骨ずいバンクから一通の通知が届きました。父のドナー適合通知でした。父も母も大変驚きました。父がドナーについて調べると、手術まで様々な検査を受け、運動や旅行の禁止、食事制限などがあり、術後も痛みがあると知り、とても不安になったそうです。
　でも父は、自分が少しの痛みをがまんすれば、一人の命を救うことができると思い、迷うことなくドナーになりました。手術は、無事に成功したけれど、父は車の運転もできないほどの痛みに苦しんでいました。
　ある日、再び骨ずいバンクから家に手紙が届きました。中には、父の骨ずいを移植したお母さんとその子どもからお礼の手紙が入っていました。命の危機に直面し、毎日泣いて過ごしていたけれど、父の骨ずいが家族の幸せを救った感謝の気持ちがあふれていました。
　その手紙を家族全員で読みながら、父のしたことの素晴らしさを改めて実感するとともに、父をますます誇りに思いました。あれほど術後の痛みに苦しんだのに、また適合通知が来たら父は再びドナーを引き受けると決めています。そんな父の思いを知り、ぼくは父の心の大きさや優しさに、とても幸せな気持ちになりました。ぼくも、大人になったら父と同じようにドナー登録をしようと決めました。相手の顔を直接見ることはできないけれど、人の役に立てることの素晴らしさを知りました。
　二つ目は、ぼくの学級の友達です。ぼくは、今年の夏休み前にヘルペスで一週間近く学校を休みました。毎日、熱とヘルペスの痛みに苦しみました。きっと学校では、夏休み前の仕上げに入っているのだろうな～と思いながら寝て過ごしていました。そんなぼくに、毎日、担任の先生や学級の友達から「大丈夫。」「早く良くなってね。」などのメッセージが届きました。学級の友達からもらったメッセージカードは、ぼくの宝物です。
　また友達のお母さんも
「裕貴、大丈夫。ご飯食べられるようになった？痛みは?」
などと、心配してくれました。ぼくはこの時「人って、こうやってつながっているんだ。」「ぼくのことを心配してくれる人が、こんなにもたくさんいるんだ。」と、本当に周囲の人の温かさと優しさを実感しました。
　ぼくは、これらの体験を通して、目に見えても見えなくても、人と人とのつながりは相手を思いやり、誰かを救ったり、誰かに救われたりすることができると考えました。
　現在のぼくの生活は、多くの人に支えられています。家族、学校の先生や友達、サッカーのコーチや友達、地域の方々。多くの人のおかげで、ぼくは毎日を安心・安全に過ごすことができています。これは、ぼくが多くの人とつながっている証こです。
　犯罪を犯してしまった人たちには、自分の思いを話すことができ、自分を支えてくれる人がいなかったのでしょうか。誰ともつながっていなかったのでしょうか。もし、人とのつながりさえあれば、犯罪を防ぐことができたかもしれません。
　ぼくは、犯罪の無い明るい社会を築く第一歩は、人と人とのつながりだと思います。人とのつながりがあるということは、社会の中で自分の居場所があることだと思います。
　小学生のぼくが、人とつながりを作っていくためにできることは何かと考えました。今のぼくにできることは、あいさつをすること、困っている人に声をかけること、手助けをすること、地域の行事に参加することだと思います。日常の何気ないことだけれど、それが人と人がつながるきっかけになると思います。
　世の中から少しでも悲しい犯罪が無くなるために、ぼくにできることを頑張ってしていきたいと思います。
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